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研究成果の概要：本研究は 「防災の視点からの家庭科教育『住生活』領域における教材、
開発に関する研究 （平成9～11年度 科研費・基盤研究（C ）を継続したものであり、」 ）
これらの成果をふまえて作成した「防災の視点を取り入れた『参加体験型防災学習プログ

』」 、 。 、ラム を中学校技術・家庭科の授業において実践し その有効性を明らかにした また
防災学習プログラムが容易に家庭科等の授業において実践できるように映像資料（DVD）
を作成した。
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１．研究開始当初の背景
「阪神・淡路大震災」以前，小・中・高

等学校の「家庭科」教科書には防災に関す
る記述はほとんどみられず，また防災の視
点からの家庭科教育に関する研究も見当た
らなかった。そこで，震災を機に，家庭科
にいかに防災の視点からの学習内容を位置
づけるか，新たな家庭科教育のあり方を追
求することを目的に研究に着手し，成果を

報告書等 にまとめた。特に、この研究に１）

おいて、児童・生徒の発達段階をふまえた
防災の視点からの家庭科指導内容とその位
置づけの提案，さらに指導内容と関連した
教材開発ができたことは大きな成果であっ

。 、 ，た そこで 災害に備えて児童・生徒自身
家族，地域の人々の生命や生活を安全に守
ることができる力を育成する「防災の視点

『 』 」をとり入れた家庭科 住生活 の指導内容



を、次期小・中・高等学校学習指導要領に
位置づけるように文部科学省に対して提案
した 。２，３）

しかし，上記の研究では、次の二つの課
題が残された。

一つ目は，防災の視点をとり入れた家庭
科『住生活』の指導内容と開発した教材を
使い、実際に教育現場で授業実践をするこ
と。二つ目は、子どもたちに自分や家族，
地域の人々の生命や生活を安全に守ること
の大切さを学ばせるために，学校だけでな
く家庭や地域と連携した具体的な実践をす
ることであった。
（1)教育現場での授業実践について

筆者は、平成13年度の函館市立大川中学
校２年生「選択教科（家庭科 」で 「防） 、

『 』 」災の視点からの家庭科 住生活 指導内容
（22時間）を取り入れた授業実践する機会
を得た。そこで、筆者の指導の下、本学家

、庭科教育研究室に所属する大学院生(当時
同中学校の臨時家庭科教員)、と４年目の
学生２人がT.T(ティーム・ティーチング）
で、授業実践を試みた。この授業では、報
告書 で提案した教材である「DIG」の手１）

法を取り入れながら，中学生と地域住民の
方々が一緒に「災害図上訓練DIG（以下，D

ﾃﾞｨｸﾞ

IGという） 」を行った。また，小・中学＊１

校の「総合的な学習の時間 （函館市立八」
幡小学校，函館市立亀尾小・中学校，函館
市立北美原小学校，函館市立深堀中学校）
においても，児童・生徒が地域住民と一緒
に「DIG」をする場面を設定し、授業実践

。 「 」を試みた 小学校の 総合的な学習の時間
では 聴覚障がい者と児害たちが一緒に D、 「

」 、 。IG を行うなど さまざまな体験を積んだ
これらの授業実践については、４年目学

生の卒業論文 という形でまとめるとと４ー７）

もに，応募者が日本家庭科教育学会におい
て口頭発表 を行った。６）

(2)学校や家庭・地域との連携について
防災という視点から自分や家族，地域の

人々の生命を守り，安全で安心できる快適
な生活環境を築いていく能力や実践的態度
の育成は，学校教育だけでなく地域教育と
しても取り組まれるべきと考え 「DIG」，
の手法を取り入れながら，本学の学生とと
もに町内会やPTAなど地域コミュニティと
密接に関わる組織の人々や地域住民，小・
中学校の教員，さらに行政の職員を対象に
ワークショップを開催した。これらの実践

については『マナビィ６月号 （2005８，９） 』
年文部科学省） 等で報告した。１０，１１）

以上のような研究活動を通して 「防災、
の視点を取り入れた中学校家庭科における
参加型防災学習プログラム」の原案を作成
することができた。また 「DIG」が認知、

されるようになり，教員から「DIG」の手
法をビデオ教材にしてほしいとの要望が出
されるようになったことから 映像資料 D、 （
VD）を作成することとした。

災害図上訓練「DIG」とは，Disaster＊１

（災害 ，Imagination（想像 ，Game（ゲ） ）
ーム)の頭文字を取って名付けられた，誰
でも参加できる防災訓練プログラムをい
う。これは，三重県鈴鹿市の災害救援ボラ
ンティアの市民（代表：南部美智代氏）と
三重県の防災担当職員（平野氏）が自衛隊
での防災訓練のアドバイス（現：富士常葉
大学 小村隆史氏）を受けて，試行錯誤を
繰り返し考案したものである。これは，災
害時を想定し，参加者が対話しながら地図
上に避難場所を書き込んだり，避難経路を
考えたりする体験を通して，防災に対する

， ，気づきを生み 自分のとるべき行動を考え
実際の行動へとつなげていくという特徴を
持っている。
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２．研究の目的
本研究は，これまでの研究成果を踏まえ

て、防災の視点を取り入れた中学校家庭科
における参加体験型防災学習プログラム
（以下、防災学習プログラムという）を開
発し、その防災学習プログラムを教育現場
に普及させるために必要なビデオ教材を作
成することを目的とした。

３．研究の方法
(1)筆者らが作成した「防災の視点をと入
りれた中学校家庭科における参加体験型防
災学習プログラム」の原案は、北海道函館
市での実践であったことから、普遍性を明
らかにするため、千葉県松戸市と北海道函
館市の中学校家庭科教員の協力を得て、防
災学習プログラム（原案）の有効性を検証
し、防災学習プログラムの精選をすること
とした。

なお、千葉県松戸市と北海道函館市の中
学校家庭科教員の協力を得た理由は、以下
の通りである。千葉県松戸市は、千葉県教
育研究会技術・家庭科教育部会研究大会、
東葛飾地方技術・家庭科研究大会、平成18
・19年度松戸市教育委員会研究指定技術・
家庭科公開研究会（平成19年6月27日 （以）
下、松戸市研究大会という）を開催するた
めに、筆者が平成18年度から教員たちの指
導に当たっていたことからである。

北海道函館市は、第59回北海道地区技術
・家庭科教育研究大会道南三地区大会（平
成19年11月２日 （以下、函館市研究大会）
という）を開催するために、継続的に研究
に関わっていたことからである。

、(2)精選された防災学習プログラムを基に
家庭科等の授業で容易に実践できるような
映像資料（DVD）を作成した。
４．研究の成果

「防災の視点を取り入れた中学校家庭科

における参加体験型防災学習プログラム」
（原案）の必要性については，筆者がこれ
までの継続的な研究を通して明らかになっ
た。つまり、小・中学校の家庭科では，防
災という視点からまず，自分や家族の生命
を守ること，そして自分の生命が助かった
ら近隣住民の生命も協力して守っていくと
いう心や態度を育てること（ 自助 「共「 」
助 ）が重要であると言える。」

現行の家庭科学習指導要領では 「住生，
活」領域に家具の転倒防止対策など，自分
や家族の生活の安全に関する記載はあるも
のの，防災という視点から地域の人々の生

， 「 」活や生命を安全に守ること つまり 共助
の必要性やその具体的な取り組みについて
の記載はない。

防災という視点は “環境”や“福祉 ，， ”
“防犯”などの問題やそれに対する行動に
もつながっており，例えば災害時に自分た
ちにできることは何か，また災害時要援護
者（災害弱者）をどのように援助していく
か等を考えさせることは重要なことであ
り，これは 世紀の共生社会に求められ21
る理念ともいえる。

なお、これまでの研究成果は、北海道教
育大学の「子ども・地域と防災（防犯）教
育プロジェクト」として、平成19年度「第
12回 防災まちづくり大賞（主催：総務省
消防庁 」で「消防庁長官賞 （一般部門）） 」
を受賞した。
(1)松戸支会技術・家庭科教育部会の先生
方は、松戸市研究大会（授業者 松戸市立
第五中学校 教諭 荒木美穂先生）に向け
て 「防災の視点を取り入れた中学校家庭、
科における参加体験型防災学習プログラ
ム （原案）に、平成18年8月から取り組」
んできた。この成果は、平成19年６月27日
に開催された松戸市研究大会で授業公開
し、授業に参加した多くの先生方から好評
を得ることができた。

また、松戸市立第五中学校は、防災学習
プログラムを基に、平成19年２月２日
（金 、中学生と保護者、松戸市役所防災）
課、東部消防署員、自治会、松戸市の技術
・家庭科部会の教員、東部地区社会福祉協
議会の方々が参加した「災害イマジネーシ
ョンゲーム（DIG）ワークショップ」を実
施した この取り組みの成果は 第12回 防。 、 「
災まちづくり大賞（総務省消防庁 」にお）
いて 『災害時に地域の戦力となる中学生、
になりたい～防災の視点を取り入れた授業
づくり～』で優良賞（一般部門）を受賞す
ることとなった。
（ ） 、2 函館市の家庭科研究部会の先生方は
平成16年から継続的に研修会を開催し 防、「
災の視点を取り入れた中学校家庭科におけ



る参加型防災学習プログラム （原案）の」
。 （ ）実践を重ねてきた 平成19年11月2日 金

に開催された北海道地区技術・家庭科教育
研究大会には、文部科学省教科調査官 岡
陽子氏が参観し、好評を得た。
(3)（1 、(2)の防災学習プログラム（原）
案）の実践結果を基に 「防災の視点を取、
り入れた中学校家庭科における参加体験型
防災学習プログラム （原案）の有効性が」
検証されたため、学習指導要領の授業時間
数を考慮し、プログラムの精選を行った。

参加体験型防災学習プログラムは、中学
校技術・家庭科（家庭分野）において、４
～６時間で実施できるように、次のような
学習計画を立て、映像資料（DVD）を作成
した。この映像資料（DVD）に沿って授業
を実践することで、防災に関する学習がで
きるようになっている。
①導入編

・学習に向けて： いざは普段なり 、「 」
いろいろな災害を知ろう、学習するこ
との意味

・地震の基礎知識：全国を概観した地震
予測地図、各地域での地震発生を調べ
てみよう、阪神・淡路大震災について

・自助・共助・公助： 自助 共助 公「 」「 」「
助」とは、わたしたち中学生にできる
こと

②家庭における対策編
・ 自助 ：自分でチェック、対策をし「 」

ないとどうなる、家庭における家具転
倒防止対策について

・地震に備えて：非常持ち出し品とは、
家族で防災訓練をしよう

③家庭における安全確認編１
・地震が起きた時の行動：火災への対

応、けがの対処法、連絡方法を知ろう
④家庭における安全確認編２

・ライフライン：電気・水などの対処
法を知ろう

⑤DIGイメージ訓練編
⑥DIG図上訓練編

以上の学習内容を取り入れた参加体験型
防災防災学習プログラムが、容易に実践で
きるように映像資料（DVD）を作成した。

また、教師が映像資料（DVD）を基に、
授業展開ができるように教師向けの授業実
践例や補助資料及びワークシートなどを添
付した冊子を作成することができた。

なお、本授業は家庭科で実践するのみな
らず、保健体育科や理科、社会科、総合的
な学習の時間とのクロスカリキュラムでの
実践も可能である。授業時数も、他教科と
の関連で、増減は可能である。
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